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今
年
は「
あ
な
た

の
隣
で
見
た
い　

名

張
の
花
火
」と
題
し
、

７
月
25
日（
土
）、第

73
回
名
張
川
納
涼

花
火
大
会
が
開
催

さ
れ
、名
張
市
内
外

か
ら
約
７
万
５
千
人

が
集
ま
り
、仕
掛
花

火
、ス
タ
ー
マ
イ
ン
な

ど
総
数
５
，０
０
０

発
を
超
え
る
花
火

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

花
火
大
会
を
開

催
す
る
に
あ
た
り
、

市
内
外
の
事
業
所

様
を
は
じ
め
、市
民

の
皆
様
に
も
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、盛
況

の
う
ち
に
終
了
す
る

事
が
出
来
ま
し
た
。

紙
面
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

名張川納涼花火大会
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名
張
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

引
換
購
入
が
７
月
29
日
よ
り
、
市
役

所
１
階
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

初
日
か
ら
た

く
さ
ん
の
市
民

の
方
々
が
購
入

に
来
ら
れ
ま
し

た
。
引
換
購
入

は
、
８
月
14
日

ま
で
、
行
わ
れ

ま
す
。

　

な
お
、
引
き

続
き
商
品
券
の

取
扱
い
が
で
き

る
「
登
録
事
業

所
」
は
、
随
時

受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。

　

ま
だ
、
登
録

い
た
だ
い
て
な

い
事
業
所
様
に

お
か
れ
ま
し
て

は
、
ぜ
ひ
お
申

込
み
下
さ
い
。

　

商
品
券
の
有
効
期
間
は
、
平
成
27

年
８
月
１
日
よ
り
平
成
28
年
１
月
31

日
ま
で
で
す
。

　

こ
の
度
、
地
域
資
源
の
創
出
活
用

を
進
め
る
た
め
、
地
元
の
ぶ
ど
う
な

ど
を
活
か
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
特
区
計
画

が
国
か
ら
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
、
酒
類
製
造
免
許
の
一

つ
で
あ
る
最
低
醸
造
数
量
が
緩
和
さ

れ
、
初
期
投
資
が
少
な
い
小
規
模
施

設
で
の
酒
類
製
造
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

　

特
に
商
工
会
議
所
と
し
て
は
、
今

後
、
関
係
機
関
等
と
共
に
、「
ワ
イ

ン
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

去
る
７
月
９
日
（
木
）、
名
張
市
よ

り
前
田
副
市
長
を
は
じ
め
企
画
財
政

部
よ
り
来
所
頂
き
、
人
口
の
将
来
展

望
を
示
す
ビ
ジ
ョ
ン
と
地
域
課
題
の
解

決
を
図
る
施
策
を
示
し
た
「
名
張
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

（
素
案
）」
の
説
明
を
い
た
だ
き
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
所
か
ら
は
、「
人
口
予
想
を
縮
小

で
考
え
て
い
る
が
、
最
低
で
も
現
状
維

持
出
来
る
施
策
を
考
え
な
け
れ
ば
い

け
な
い
、
名
張
市
は
施
策
の
市
内
外
へ

の
Ｐ
Ｒ
が
不
足
し
て
い
る
、
若
者
が
飛

び
つ
く
よ
う
な
具
体
的
な
施
策
を
実

施
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
な
ど
前
向

き
な
意
見
が
出
さ
れ
、
３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
一
体
し
て
進
め
る
よ
う
要
望
し

て
意
見
交
換
会
を
終
え
ま
し
た
。

「名張市まち・ひと・しごと創生総合戦略（素案）」
について当所役員と名張市との意見交換会を開催

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
引
き
換
え
開
始
!!

名
張
市
リ
カ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
特
区
計
画

が
認
定
さ
れ
ま
し
た
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名
張
市
、
名
張
商
工
会
議

所
、
伊
賀
南
部
農
業
協
同
組

合
、
名
張
市
社
会
福
祉
協
議

会
、
名
張
市
観
光
協
会
、
名
張

市
物
産
振
興
会
で
構
成
す
る
と

れ
た
て
名
張
交
流
館
運
営
協
議

会
は
、
去
る
７
月
２
日
（
木
）

午
後
３
時
か
ら
名
張
市
役
所
で

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
冒
頭

の
挨
拶
で
「
26
年
度
に
つ
い
て

は
オ
ー
プ
ン
３
年
目
を
迎
え
、

か
な
り
好
評
で
黒
字
決
算
と
な

っ
た
。
今
年
度
も
黒
字
化
を
目

指
す
。
ま
た
ネ
ッ
ト
で
情
報
発

信
す
る
仕
組
み
作
り
に
も
取
り

組
み
た
い
。
」
と
会
長
（
名
張

市
長
）
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
議
事
に
入
り
、
①
平
成

26
年
度
事
業
報
告
②
平
成
26
年

度
決
算
③
平
成
27
年
度
事
業
計

画
④
平
成
27
年
度
予
算
す
べ
て

が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

去
る
７
月
２
日
（
木
）
名
張

市
役
所
庁
議
室
に
お
い
て
、
構

成
団
体
で
あ
る
名
張
市
、
名
張

商
工
会
議
所
、
伊
賀
南
部
農
業

協
同
組
合
、
名
張
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
、
名
張
市
社
会

福
祉
協
議
会
、
三
重
県
の
代
表

者
が
出
席
の
も
と
、
平
成
27
年

度
名
張
市
雇
用
創
造
協
議
会
総

会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
26
年
度

事
業
報
告
・
収
支
決
算
、
平
成

27
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算

に
つ
い
て
可
決
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

事
業
推
進
の
部
で
は
、
年
間

69
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、

受
講
登
録
者
数
３
３
５
名
を
数

え
、
就
職
者
数
に
つ
い
て
も
目

標
55
名
に
対
し
72
名
の
就
職
が

決
定
す
る
な
ど
大
き
な
成
果
を

あ
げ
ま
し
た
。

　

席
上
、
川
口
会
頭
は
「
平
成

27
年
度
に
つ
い
て
も
商
工
会
議

所
と
連
携
を
密
に
し
て
事
業
を

遂
行
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と

意
見
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

●
名
張
市
雇
用
創
造
協
議
会
総
会
を
開
催

　
訃
　
報
　
　
常
議
員
　
澤
　
隆
弘
　
氏
　
ご
逝
去

　
当
所
常
議
員
の
　
澤
　
隆
弘
　
氏（
澤
佐
商
店
）が
六
月
十
九
日
に
ご
逝

去（
享
年
六
十
八
歳
）さ
れ
ま
し
た
。

　
氏
に
は
、当
所
役
員
、議
員
と
し
て
、十
七
年
八
ケ
月
の
長
き
に
わ
た
り
、

地
域
商
工
業
発
展
並
び
に
当
所
運
営
に
多
大
の
ご
尽
力
を
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

●
と
れ
た
て
名
張
交
流
館
運
営
協
議
会
総
会
を
開
催

会　　頭 　 川 口 佳 秀
副 会 頭 　 亀井喜久雄 　 中 子 統 雄 　 辻 本 俊 志
専務理事 　 増 岡 孝 則
常 議 員 　 岩 脇 増 巳 　 尾 形 雅 則 　 岡 山 博 宣 　 沖 　 篤 義 　 勝 木 祥 文
　 　 　 　 小 出 　 稔 　 菅 尾 　 悟 　 杉本誠一郎 　 高 橋 正 浩 　 田 中 秀 穂
　 　 　 　 田上敬二郎 　 田 畑 　 博 　 玉 置 英 治 　 田 村 秀 喜 　 土 井 恵 吾
　 　 　 　 中 島 滋 泰 　 福 田 博 行 　 三 谷 幸 一 　 村 井 　 宏 　 森 　 孝 司
　 　 　 　 森 本 格 敬 　 山 下 浩 敬 　 山 中 重 治 　 山 端 武 彦
監 　 事 　 瀧 澤 幸 久 　 土 井 重 之 　 松 村 泰 延
議 　 員 　 赤 井 一 彦 　 浅 津 英 明 　 東 　 洋 平 　 生 田 亮 司 　 市 原 成 章
　 　 　 　 岩 見 勝 由 　 上 村 博 一 　 大久保憲司 　 大崎富美子 　 大 橋 浩 樹
　 　 　 　 大 山 和 男 　 岡 田 守 雄 　 奥 田 哲 也 　 加 藤 幸 村 　 川 合 公 生
　 　 　 　 川 村 尚 央 　 菊 山 賢 二 　 小 谷 　 靖 　 澤 　 滋 久 　 髙 田 雅 之
　 　 　 　 竹 田 雅 一 　 田 中 保 行 　 田 畑 純 也 　 田 村 禎 規 　 辻 　 明 保
　 　 　 　 辻 本 弘 一 　 寺 門 忠 義 　 富 永 　 修 　 永 尾 　 勉 　 中 川 祥 登
　 　 　 　 中 村 堯 俊 　 中 村 民 夫 　 中 村 雪 夫 　 西 田 重 好 　 西 田 哲 也
　 　 　 　 則 近 優 一 　 長谷川浩一 　 浜 田 正 人 　 平 戸 智 之 　 藤 森 　 修
　 　 　 　 松 尾 明 夫 　 宮 尾 保 範 　 村 橋 　 收 　 望 田 宗 靖 　 森 口 充 啓
　 　 　 　 森 脇 秀 彦 　 山下平八郎 　 吉 井 正 男 　 吉 谷 昌 亮 　 若 松 大 介

事務局職員一同

暑中お見舞い申し上げます （順不同）
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事業資金融資情報
日本政策金融公庫国民生活事業普通貸付（基準金利）…1.30〜2.60%

平成27年7月11日現在

小規模事業資金 ……………………………………………1.60％
平成27年7月 1日現在

中小企業相談所

学 習 の

ひ ろ ば

○創業支援事業計画の概要
　「産業競争力強化法」（平成 26年 1月
成立）において、平成 27 年 5月に名張
市が民間の創業支援事業者（行政機関、
金融機関、商工会議所等）と連携し、ワ
ンストップ相談窓口の設置、創業セミナー
の開催、コワーキング事業等の創業支援
を実施する「創業支援事業計画」が、国
の認定を受けました。
　これにより法律認定を受けた創業支援
事業者用の、国の補助金が活用できます。
　また、本制度では、創業者の経営、財務、
人材育成、販路開拓等を目的として継続
的に行う創業支援の取組を「特定創業支
援事業」と位置付け、本支援を受けた創
業者には、登録免許税の軽減措置、信用
保証枠の拡大等の支援策が適用されます。

　本補助事業は、持続的な経営に向けた経営計画に基づく、小規模事業者の地道な販路
開拓（創意工夫による売り方やデザイン改変等）の取り組みを支援するため、商工会・商工
会議所の助言等を受けて経営計画を作成し、その計画に沿って販路開拓に取り組む費用
の2／3（補助上限額：50万円）を国から補助されるものであります。
　当所におきましては、事業者が経営課題の抽出・発見やその解決に向けた取組、さらに
は新事業展開を行うにあたり事業計画を策定し、事業に取り組んでいただきたいことか
ら、4月、5月と経営計画策定セミナー等を開催し、多数の事業者にご参加いただきました。
そこから、持続化補助金申請の挑戦につながり、第１次、第２次受付あわせて、名張市管内
から30件以上の申請、20件の採択件数を出すことができました。
　今後も、事業者の経営計画策定を積極的に支援するとともに、事業者向けの様々な国
や、県、市の施策メニューを紹介していきます。
　※小規模事業者持続化補助金HPアドレス　http://h26.jizokukahojokin.info/

　2015年10月マイナンバーの交付が始まり、
2016年1月からマイナンバー制度が開始されま
す。マイナンバー制度とは「社会保障・税番号制
度」のことで、社会保障、税、災害対策の3分
野での利用から始まります。従業員を雇用して
いるすべての企業においてマイナンバー制度へ
の対応を行わなければなりません。
　そこで当所では、「マイナンバー制度　社会
保障・税番号制度が始まります！　中小企業
のみなさん（入門編）」の小冊子を配布してお
りますので、必要な方は、商工会議所でお渡し
させていただきます。

平成26年度補正（平成27年実施）小規模事業者持続化補助金の結果についてマイナンバー制度に関する小冊子の配布について

名張市が産業競争力強化法に基づく「創業支援事業計画」の認定を受けました
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日　時　 平成27年9月16日（水）　13：30～15：00（予定）
場　所　 名張市南町822-2　名張産業振興センター・アスピア 4階 会議室Ｄ

内　容  「わかりやすい　会社の決算・申告の実務」について　【講師】 上野税務署　法人課税部門　上席国税調査官
受講料　法人会員及び上野・名張商工会議所会員（無料）その他は、2,000円　（事前申し込みが必要）
主　催　一般社団法人伊賀法人会　伊賀市上野丸之内500　ハイトピア3階　電話24－5774　FAX24－5796
共　催　上野商工会議所・名張商工会議所

決算・申告実務研修会の日程について

フ ァ ン ド 助 成 金 募 集 案 内
１．募集期間　平成27年9月24日（木）～平成27年10月23日（金）
２．募集案内
  【みえ地域コミュニティ応援ファンド助成金】（地域資源活用型、地域課題解決型）

http://www.miesc.or.jp/cb-fund/
　多様な主体が、新しい時代の担い手として、地域の発想や工夫による特色あるビジネスを創出することを支援するものです。
　この応援ファンドの活用による「みえ地域コミュニティ応援ファンド助成金交付事業」は、県内の各地域において「地域課題
を解決するビジネス」や「地域資源を活用するビジネス」を創出していくために必要な、初期段階の必要経費に対して資金面か
ら支援します。
・助成対象者：（１）創業者　（２）新事業を行おうとする中小企業者　（３）NPOや大学等で新事業を行おうとする者
・助成率：助成対象経費の2/3以内、
・助成限度額　地域資源活用型：400万円以内、地域課題解決型：200万円以内

  【みえ地域コミュニティ応援ファンド助成金】（ものづくり部門）
http://www.miesc.or.jp/mono-fund/

　地域特有のものづくり製造業の技術やノウハウを有効に活用し、新商品の開発や提供、新サービスの提供または新技術の
開発を行おうとする場合において、その初期段階の必要経費に対して資金面から支援します。(ものづくりの例：鉱工業製品の
開発に係る技術、生産・加工のための技術開発など)

・助成対象者：（１）創業者（２）新事業を行おうとする中小企業者　・助成率：助成対象経費の2/3以内
・助成限度額：400万円以内

  【みえ農商工連携推進ファンド助成金】
 http://www.miesc.or.jp/noushoukou/

　県内の農林漁業者と中小企業者等の連携を強化して、お互いの経営資源を活用した取り組みを支援するものです。具体
的には、農商工連携体による新商品・新サービスの開発や、販路開拓、大学・公設試験場等と共同研究開発を行う農商工連
携事業を資金面から支援するものです。

・助成対象者：（１）中小企業者（グループを含む）、創業者と農林漁業者との連携体
（２）NPO等と農林漁業者との連携体
・助成率：助成対象経費の2/3以内、
・助成限度額　一般型：８００万円以内、産学官共同開発型：９００万円以内

※上記の助成対象者は、県内に主たる事務所または事業所を有する者が対象です。
※助成金の詳細な募集内容は、三重県産業支援センターURLにてご確認下さい。



会議所ニュース　第 575 号 ⑹

　名張川納涼花火大会に合わせ、７月２５日（土）、今年で第
３回目となるアスピア屋上花火特別観覧を役員・議員関係
者を対象に実施しました。
　台風１２号の影響が心配されましたが、当日はお天気にも
恵まれ、参加者９6名はアスピア屋上から打ち上げ花火を満
喫しました。

　名張市労働問題協議会（会長：中村堯俊）は７月１２日（日）
に毎年恒例の研修親睦バス旅行を実施致しました。
　今回は愛知方面を訪ね、豊川稲荷ではボランティアガイ
ドさんに境内の詳しい説明や案内をいただき、また岡崎城
では天守閣に登ったり、隣接する徳川館で徳川家の歴史を
学んだりとそれぞれ思い思いに過ごしました。心配していた
天候も梅雨明け前にも関わらず夏本番のような天気となり、
会員相互の親睦等日頃の疲れを癒す、有意義な１日となりま
した。
　当会では今後も中小零細事業所が単独では実施し難いボ
ウリング大会、研修会等を開催し従業員の福利厚生に役立
つ事業の実施を予定しております。新入会員も募集しており
ますので、この機会にぜひご加入下さい。

　７月２５日、名張の風物詩である名張川納
涼花火大会が開催され、青年部は名張産業
振興センターアスピアの駐車場にて屋台出
店と、昨年に続き１２歳以下の子どもを対象
とした浴衣コンテストを開催しました。出場
されたお子様のご家族も、夏の思い出づく
りを楽しまれていました。
　アスピアは朝日公園駐車場からも近く、
花火もよく見える穴場スポットで、家族連れ
やゆったりと花火を楽しみたい人たちに人
気の場所です。花火大会当日は夕方から屋
台での販売を開始し、盛況のうちに終えるこ
とができました。
　また、名張のローカルヒーローによるショ
ーや、名張などで活躍されているダンスチー
ムも多数出演し、会場はおおいに賑わい花
火大会をより一層盛り上げました。

青年部「さまぁか～にばぁ～ 2015 子ども浴衣コンテスト」開催

研修親睦バス旅行を実施 会館運営管理委員会
アスピア屋上花火特別観覧を実施


